
１．生鮮食料品等の市況 富山中央青果株式会社

         （１）市況の概要 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

95 75
95 77

98 102
104 102

（２） 主要品目の市況 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

112 78

122 83

125 73

101 65

157 45

48 61

62 101

82 80

88 96

63 117

108 102

319 95

114 101

156 82

アールス 63 177

（マスク含む） 125 99

78 131

132 92

83 113

112 93

２． 取扱品目の卸売実績 (金額：税込み）

受託 買付 計 受託

一般野菜 1,660,422 494,895 2,155,317 310,514,738

加工野菜 7,166 2,341 9,507 1,060,193

花き

その他

冷凍食品

計 1,667,588 497,236 2,164,824 311,574,931

一般果実 292,963 947,378 1,240,341 163,945,090

加工果実 27,636 27,636

その他

冷凍食品

計 292,963 975,014 1,267,977 163,945,090

1,960,551 1,472,250 3,432,801 475,520,021合計 436,069,028 911,589,049

295,784,390 459,729,480

果
 
 

実

283,165,336 447,110,426

12,619,054 12,619,054

140,284,638 451,859,569

デラウェア

178

野
 
 

菜

139,461,295 449,976,033

823,343 1,883,536

29

果

 種       類
数  量 （ｋｇ） 金額（円）

買付 計

193

グレープ

10

大阪産の連日入荷、高温障害による着色不良にて出荷数が落ちた時もあっ
たが安定した数量の入荷であった。食味良好・価格も例年並み。 42

303

938

富山県中心に販売。前年入荷安定していた熊本県産の出荷出遅れ、数量伸
びず、高値であった昨年の単価は下回る 122 326

量販店の需要は、6月と変わらず順調であったが、業務等の需要が減少し
た。

87

69

きゅうり

福島県産中心に販売。６月下旬から産地出荷重なり、販売不振。
高値であった、昨年の半値以下に。 116

実

すいか

販売の方は、数量減、単価高で推移した。天候も良く、気温も高いこともあり、
順調な販売であった。 223

7月の天候不良により、マスク、アールスと共に入荷が少なく単価高での販売
でした。

346

184

群馬、長野中心で販売。
一カ月を通して例年よりも安値が続いていた。出荷量も昨年よりも増えた。

中旬までは富山産中心、中旬から北海道スタート。
上旬は前月に引き続き天候悪く品質面で影響が出た。北海道も干ばつにより
L、M中心に品質も例年より弱く単価も弱い。

主 要 品 目

846

696
もも

山梨産中心の入荷でした。今年は、花の開花が早く、前進出荷により、数量
増の平年並みの単価で推移した。食味は良好でした。 83

トマト

野

キャベツ

菜

なす

群馬他関東産地を中心に入荷。前年の入荷量が少なく高値傾向だったが、
今年は平年並み天候は晴れ間が続いているため出荷量は順調と思える。 51

果
実

本年は、霜の影響により、7月上旬のサクランボの販売にかなり影響を与えた。リンゴにおいては、サンふじの褐変の発生によ
り販売が厳しくなった。スイカにおいては、天候が良いため、販売環境が良く有利販売に繋がった。石川、山形のデラも順調
な入荷で数量、金額を伸ばした。

1,268 345

市  況  の  概  要 入荷数量

だいこん

181

月 間 市 況 等 報 告 集 計 表（ 3年　7月分）

種類 市  況  の  概  要 入荷数量

野
菜

本年７月については、上旬は雨が多く、葉物野菜を中心に、生育や収穫の遅れが出たことによって野菜の価格については、
前月に続き堅調に推移した。中旬以降、晴天と高温が続きレタスを除いて野菜全般順調な入荷が続いた。その為、価格につ
いてもきゅうり、ナスなどを中心に多くの野菜で前年を下回る展開となった。また高値が続いた馬鈴薯については、関東産な
どの作柄がよかったことに加え、高温による需要減から一転安値展開となった。野菜全体の入荷量は2.159トン(前年比
95％)。単価については、不作による単価高展開となった前年を大きく下回る199k/円(前年比75%)であった。

2,159 199


